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確立されていない技術に
たよらず、再エネ・省エネ推進する道こそ
気候危機打開

　神戸市地球温暖化防止実行
計画案では、再生可能エネル
ギー（以下「再エネ」）の目
標は、国の目標を踏まえると
していますが、国の目標や取
り組みは国際的に厳しい批判
をされているだけでなく、世
界的な取り組みから大きく遅
れています。また、昨今の世
界情勢の中、海外にエネルギ
ーを依存することは大きなリ
スク要因になっており、地産
地消型のエネルギー促進の重
要性はますます高まっていま
す。山本議員は、国の目標に

こだわらず、神戸市独自に再
エネの利用目標を大胆に掲
げ、推進に取り組むべきと質
しました。また、今年２月に
神鋼石炭火力発電所が全施設
稼働を開始したことによっ
て、市域からの発生量をはる
かに上回るCO２が大気中に
放出されることになります。
山本議員は、CO２削減に向
けて大きな足かせとなるだけ
でなく、市民のCO２削減努力
に水を差すものであるとし、
稼働中止を求めました。

条例がありますが、それを活
用するだけでは自治体として
の神戸市の主体性が示された
ものとは言えません。山本議
員は、神戸市として中小企業

を振興するための条例をつく
り、中小企業支援へ理念や根
拠を持って強力に取り組むべ
きと追及しました。

　神戸市は、中小企業支援を
施策の中でうたってはいるも
のの、他都市と比べると中小
企業振興のための予算額は少
なく、不十分感は否めませ

ん。他都市では、中小企業を
振興するための条例をつく
り、明確な理念と根拠を持っ
て取り組まれています。兵庫
県には、中小企業を振興する

答弁答弁ダイジェストダイジェスト

　今西副市長：水素社会の実
現など、2050年カーボンニュ
ートラルの実現に向け、神戸
の特色を踏まえながら、国や
県、産業界などと連携し、脱炭

素社会を推進していきたい。
　山本議員：水素を次世代エ
ネルギーのように位置づけて
いるが、水素を製造する時に
大量のCO２を排出し、それ
（CO２）を海外に捨てるこ

とになる。これでは石油と同
じで海外依存に変わりなく脱
炭素にもならない。島国だか
らこそ地域でエネルギーを確
保することが大事だ。
　今西副市長：エネルギーの
地産地消も大事だが、CO２
を取り除く技術も重要だ。世
界が水素の技術開発を競い、
技術革新が達成されると思っ
ている。
　山本議員：それはグリーン
水素（CO２を排出しない再
エネを使って製造する水素）
ではない。グリーン水素を作
るには大変高いコストがかか
るため、そのまま再エネを使
ったほうが低コストだと言わ
れている。さらに再エネと同

時に大事なのは省エネだ。例
えば既存の学校で増改築や大
規模改修を待たずに積極的に
断熱改修し、学校の授業など
にワークショップとして取り
入れることで、教育と啓発と
いう点でも省エネの推進につ
ながるのではないか。
　今西副市長：断熱をおこな
う場合には、壁をはつって断
熱材を入れるので計画性が必
要だが、今後ワークショップ
も含めて検討したい。
　山本議員：いつモノになる
のかわからないような技術を
温暖化対策として位置づける
のではなく、今確立されてる
ものを活かす視点で取り組む
べきだ。

　３月23日に神戸市議会本会議がひらかれました。日
本共産党神戸市議団を代表して山本じゅんじ議員が登
壇し一般質問をおこないました。

中小企業振興条例の制定と予算の
大幅増額で中小企業の支援拡充を
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１．地球温暖化対策について
２．中小企業支援策の強化について
３．�大型開発優先ではなく、市民
生活に密着した施策の推進に
ついて

（２面につづく）
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　久元市長：コロナの影響が
残り、様々な資材価格が高騰
する中で、中小企業事業者の

ご意見を聞き、国の支援策を
活用しながら刻々と変化して
いく状況に対応した支援策を



答弁答弁
　油井副市長：街路樹の剪定
が必要な路線は、おおむね３
年に１度実施し、市民からの
要望とパトロールを基に優先
度を考慮しながら対応してい
る。今後も市民に身近な街路

樹の管理や道路の補修を計画
的に進め、市民からの要望に
も迅速に対応していけるよう
努めたい。

　山本議員：制度融資だけが
全てではないが、一つの大き
なネックになっている。2023
年度の企画調整局の商工費予
算は６億4000万円だが大部分
は補助金だ。一方で経済観光
局の商工費は、細やかなメニ
ューが多い。もっと経済観光
局の予算を増やし、一つ一つ
のメニューを充実させれば、
十分な手当が行き届くのでは
ないか。
　久元市長：施策が細切れに
なると固定経費がかかる。で
きるだけ大くくりにして、大

きな効果がある施策を打ち出
していかなければいけない。
局の予算はよく点検していき
たい。
　山本議員：ある中小企業の
実態調査報告書では、企業の
力点、新規受注確保や人材確
保が求められている。また、
受注機会にマッチングを積極
的に取り組んでほしいという
声もあった。日々研さんしな
がら事業を営む中小企業の皆
さんを応援するために予算の
増額と振興条例をつくって支
援策を充実させるべきだ。

　神戸市が大型事業にまい進
する姿勢は明確な一方で、住
民生活と密接に関連した樹木
の剪定や道路の補修、歩道の
根上がりなど、地域密着の事

業が脇に置かれている感が否
めません。地域の方々からは
「最近特に対応が遅くなっ
た」「なかなか改善されな
い」「いつの間にか樹木が伐

大型開発事業よりも、
市民が安全・安心に
暮らせる街の整備優先に

　３年にわたるコ
ロナ禍と原油・物
価高騰の影響で、
市民の暮らしと営
業はかつてない危
機的状況に追い込
まれています。し
かし、市長が提案
した予算案は、コ
ロナ前から続く不要不急の大
型開発に偏重するものです。
都心・三宮再整備106億円、
ウォーターフロント整備50億
円、国際戦略港湾96億円、大
阪湾岸道路延伸31億円、神戸
空港国際化128億円、さらに
三宮・新神戸と神戸空港をつ
なぐ新地下鉄延伸構想では、
2400億円が想定されるなど際
限がありません。
　その一方で、市民・中小企
業への苦境を打開する施策は
ほとんどなく、それどころか
コスト削減による競争力強化
と称して、リストラと非正規

雇用の拡大で賃下げ構造をつ
くり、地域経済を脆弱にして
います。
　今求められているのは、市
民の命と暮らし、雇用と営業
を守るため、市民に寄りそう
自治体本来の役割を果たすこ
とです。国に抜本的な賃上げ
を求めるとともに正規雇用の
拡大を目指します。不要不急
の事業を休止し、福祉施策や
子育て支援等を充実させるこ
とで市民の暮らしを支えま
す。
　こうした考えから、予算の
編成替えを求めるものです。

無駄な大型開発やめて、くらし・医療・子育てに予算を
　３月22日にひかれた神戸市議会本会議で、大かわら
鈴子議員が2023年度神戸市一般会計予算等の編成替え
を求める動議の提案説明をおこないました。

日本共産党の神戸市予算組み替え案の概略日本共産党の神戸市予算組み替え案の概略（2023年度版）（2023年度版）

8,794億円の2.5％の組み替えで、これだけ出来ます！一般会計

主な見送り事業

主な拡充提案主な拡充提案

▼神戸空港国際化� 128億円
▼三宮再開発� 106億円
▼大阪湾岸道路� 31億円
▼ウォーターフロント整備� 50億円
▼戦略港湾� 96億円
▼医療産業都市や企業誘致
▼王子公園再整備
▼スマスイ廃止・須磨海岸再整備
▼須磨多聞線工事
▼市会議員の費用弁償� など

▲高校卒業までこども医療費無料化� 22億円
▲小学校全学年と中学１年生で35人学級� �
� 12.5億円
▲学校給食の無償化� 33億円
▲給付型�奨学金制度創設� ７億円
▲地域医療機関の支援、保健所強化� 25億円
▲中小業者への直接支援� 28億円
▲国保料５千円引き下げ
　介護保険料５千円引き下げ� など

－－
削減

222億円
（一般会計分）

＋＋
増額

200億円

採されてしまった」など、以
前なかったような声が多く聞
かれるようになっています。
山本議員は、地域の声にきち

んと向き合い、市民の要求に
応えられるよう、予算の確保
や人員体制を整えるべきでは
ないかと質しました。

展開していきたい。
　山本議員：北九州市や川崎
市では、市や金融機関の負債
から中小企業を支える姿勢を
明確にし、中小企業の振興条
例をつくり取り組んでいる。
この条例に基づいて議会報告
や、取り組み状況の公表もさ
れている。
　久元市長：中小企業振興条
例を否定するつもりはない
が、他の自治体が制定されて
いるのはそれなり理由があ
る。神戸市ではDXの取り組
みを支援してほしいという、

中小企業の皆さんとの意見交
換会での声を聞いて支援策を
つくった。
　山本議員：京都市と北九州
市と神戸市の商工費の比較で
は、神戸市は京都市の４分の
１、北九州市の３分の１しか
予算が確保されていない。あ
まりにも違い過ぎる。これで
十分な対策と言えるのか。
　久元市長：数年前に制度融
資は県に一元化することにな
ったのが大きいのではないか
と思う。その内容はよく精査
したい。


